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自
由
虫
義
に
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M
叶
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以
上

ス

' ふ  

ス C(7)
根
本

!&
想

を ，

シ

ヤ

«w<

バ

ス

b

，
®

に
進
ん
.で「

明
白
堪
純
な
る
自
然
的
自
由
の
制 

度」

が
一
の
■理
想
ミ
し
て
、
不
可
逯
成
理
念

W

し
て
、
揭 

げ
出
さ
る
、

に
到
り
し
も
の
亡
解
し
得
べ
き
が
如
し
。

然
ら
ぱ
如
何
に
し
て
ス
ミ
ス
は
此
處
に
到
b

し
か
。
 

之
に
對
す
る
答
は
一
に
し
て
北
ら
ざ
る
べ
き
は
明
な
れ 

ど「

そ
は
俾
說
^
權
威
の
代
り
に
理
性
を
置
か
ん
ビ
欲 

す
る
1
般
的
な
、惟
办
英
國
に
在
ら
參
全
西
ヨ
丨
ロ
ッ
パ
：
 

的
運
動
に
侬
力
て
な
り
、
復
活
せ
る
，ス
ト
‘ア
流
の
^

»

: 

に
依
れ
ば
合
理
的
な
る
も
の
は
、
同
時
に
自
然
的
な
る 

も
の
な
ト
、
。
か
く
て
總
ゆ
る
現
實
の
天
®

的
宗
敎
の
上 

に
自
然
宗
敎
菩
く
は
.理
性
敎
ビ
呼
ば
れ
^'
る
も
の
が
、 

現
實
の
法
制
の
上
に
S

然

權

即

ち一

.般
的
自
由
が
そ
れ 

ょ
り
出
づ
べ
き
一
般
的
平
等
權
が

.

t

宗
敎
的
超
越
的
論 

迦
の
^

に
力
シ
ー
ラ
ン
ド
に
f

自
然
論
理
が
、.
.傳

統

、
 

的
反
0

然
的
敎
育
學
の
上
に
自
然
敎
.育
學
が"

■

頭
せ
.： 

•り
。
實
に
ス
ミ
ス
は
；自
然
權
及
自
ら
完
成
せ
る
自
然
偷
' 

理

の

信

者

な

り

き

。
而
し
て
同
時
に
彼
ゆ
經
濟
に
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て
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.
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自
然
的
秩
序
0
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和
ビ
有
益
に
關
する

半
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學
的
华
形
.而
上
學
的
な
る
先
驗
的
假
秦
ス
ミ
ス
の
哲 

學
を
濃
く
採
れ
る」(

|

>
は
'
明
白
な
る
事
食
な
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同

時
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ス
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が
實
懸
主
義
的
倾
向
を
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せ
る
事も
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か
ら
ず
。

事
實
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し
て
の
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然
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が
て
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ま
し
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も
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追
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に
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す
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し
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自
由
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義
の
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あ
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は
、
そ
の
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受
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た
る
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な
れ
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中

に

置

含

て

の

み
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を

g

解
す
る
こ
^

が
出
來
ト
の
で 

あ
る
？
ス
ミ
ス
が
出
來
得
る〉

限
り
の
自
由
，

濟
生
：活 

上
.に
許
.す

：
可

しt

い
ふ
に
黨
せ
_る
は
利
&

的

C
偏
頌
的 

な

る

階

級

的

利

益

に

有

用

な

る

經

濟

耽

策

^.
獎
む
る
於 

爲

め

な

り

き"

/」

•云
ふ
.办
如
何
に
：遠
く
茈
鵠
を
失
斗

」

.る
か
. 

は
、
其
時
に
明
白
と
な
る
ー
の
で
あ
る
。
そ
ミ
ス
：は
彼
の 

大
著
に
於
て
©

三
巩
四
此
向
财
を
廣
大
に
：：要
求
し
た

；
。
_
: 

彼
：はr

七
3L
五
年
に#
か
れ
，た
原
稿
中
に
於
て
旣
.に
次 

の
如
く
に
說
い
て
居
る
の
で
あ
る
ぅ
人
間
は
ー
ま
に
政 

治
家
や
策
士
k

依
り
て
政
治
的
機
關
の

一定
種
類
の
#
 

料
の
如
く
に
見
做
さ
る
。
併
し
是
等〔

の
策
士
は
人
事
界 

に
於
け
る
：泡
然
の
狞
程
を
妨
ぐ
る
も
の
で
*;
る
。
罟
 々

は
_

だ
彼
等
を
し
て
典
赴
く
所
に
往
か
し
め
、
^ :
#

#
 

南
の
訃
«

を
'實

行

せ

ん

が

爲

め

ぱ

其

意
11
を
.逐
ふ
：に
當 

6

之
を
其
自
由
に
赛
す
る
こ
^」

を
必
要
す
る

t

止
ま 

る
し
。同
じ
原
稿
の
他
の
個
所
.
に
於
て
は
即
ち
又
た
次
の 

如
く
言
ふ
、
日
く「

一
國
家
を
最
低
度
の
野
變
狀
態
ょ
&

1
)V
の
T
ダ
A
ス

ス

論

第
十
號

二 

U

Q

最
高
度
の
富
有
狀
態
にIf
ら
ん
：が
爲
め
に
は
、
平
和

V
J

 

低
き
粗
桃
，、レ*

え
易
き
法
律
行
政
以
上
殆

\

レ
何
物
を
も 

必
要
€

せ
な
い
。

」

而
し
て
彼
が
ーi

十
二
年
の
後「

富
_

 

論」

に
於
て
次
の
如く

説
け
る
は
即
ち
此
根
本|11
心
想
を 

特
殊
の
經
濟
間
題
に
適
用
し
た
る
も
の
に
外
な
ら
ぬ
の 

で
あ
る
。

「

個
入
の
私
利
と
胜
向̂

は
，2
1
か
&
彼
を
導
き 

て
社
會
全
體
の
爲
め
に
最
も
宿
利
な
る
是
等
のt!
'
«
に 

資
本
を
投
下
す
る
に
至
ら
し
む
る
も
の
で
あ
る
が
、

»

 

し
彼
が
其
餘
b

に
多
く
を
此
適
用
に
鐵
く
が
如
き乙
S
 

を
せ
ん
な
ら
ば
、
此
部F5
J

に
於
け
る
利
潤
の
減
少
ど
總 

て
の
他
の
部
門
に
於
け
る
其
向
上
«
、が
旣
に
業
に
彼
を 

刺
激
し
ブ
.直
ち
に
此
誤
れ
る
分
配
を
變
更
せ
し
む
る
の 

で
あ
る
ん
即
ち
法_

の
容
駿
^
如
き
は
一
つ
も
之
を
很 

C

す
し
て
、
人
間
の
私
利V」

性
向
ミ
が
旣
に
各
社
會
の 

資
本
を
出
來
得
る
限
り
種
々
な
る
事
業
間
に
、
其
が
全 

_

會
の
利
益
に
適
ふ
が‘如
さ
割
合
に
て
分
配
せ
ら
る
、 

や
う
卩
導
く
の
で
あ
る
。

」

'ス
ミ
■
ス
が
經
濟
生
活
に
對
す

る
國
家
干
涉
を
最
少
限
に
止
め
ふ
ヒ
し
れ
.る
は
實
に
此 

理
由
に
出
づ
る
の.で
あ
つ
て
、
彼
は
っ
國
甯
論
じ
の
有
名
ハ 

な
る
個
所
に
於
て
此
®
を
次
の
如
く
に
說
明
し
て
居
ツ 

る
。「

獎
»

茬
く
は
抑
制
.
の
總
て
の
«
度
が
斯
く
て
全
ぐ 

f

除

か

る

>に
至
れ
ば
简
箪
明
瞭
な
る
自
然
的
自
由
一 

の
制
度
は
自
か
ら
茲
に
確
立
す
る
：に
至
る
。
各
人
は
、

5£j 

a

.

の
法
則
を
侵
犯
せ
ざ
る
限
：り
は
、
全
く
自
ri
l

に
放
任 

せ
ら
れ̂

^

が
利
益
を
6

が
意
向
.の
«

に
追
求
.し
且
ゥ 

己
が
勸
勉W

資
本
ビ
の
兩
つ
を
如
何
な
る
他
人
若
く
は

一 

階

級
.0

其
等
5

も
相
角
逐
せ
し
め
得
る
の
で
あ
る
。：
君 

主
は
之
を
成
就
す
る
に
際
し
て
は
常
に
幾
多
の
謬
想
に 

隱
露
せ
ら
れ
ざ
ゐ
を
得
ざ
る
、
而
し
て
又
た
之
を
適
當
' 

成
就
ず
る
•か
爲
め
に
は
何
人
の
聰
明
も
知
識
も
決
し

\ 

て
十
分
な
る
を
得
ざ
る
一
個
の
義
務
.丨
即
ち
私
人
の
勸 

勉
を
監
督
し
、
社
會
.の
利
益
に
最
も
適
切
な
る

業
罾
の 

方
面
に
之
を
指
導
す
る
の
義
務x
b

完
全
に
免
除
せ
ら 

る
\

の
で
あ
を
。
自
然
的
自
由
の
制
度
に
從
ベ
ば
、
君
主

は
"配
慮
す
可
き
三
個
の
義
務
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
い
。

..
是
等
H

個
.
の
義
務
は
洵
に
非
常
に
®
耍
で
は
あ
る
が 

併
し
.平
明
に
し
て
普
通
の
规
解
カ
を
以
て
容
易
に
會
得 

し
得
ガ
も
の
で
あ
ー
る"

即
ち
第
！
は
他
の
獨
立
せ
る
社 

會
：の
暴
忖
及
び
修
犯
ょ
り
社.會
.を
防
«

す
る
の
義
務
'で 

ぁ
K

.第
エ
は
社
會
の
各
成
梟
を
其
他
の
各
成
員
の
不 

法
若
ぐ
.
は
脑
追
ょ
’

出
來
得
る
限
6

保
！
！

す
.
る
.
の

義

務
 

即
，■ち
精
密
なる
司
法
.
行
政(

を
破
立
す
る
の
義
務
.で
あo 

第
三
は
：
>
 

之
ょ
l

b

生
す
る
利
.澗
が
大
な
る
社
會
に

W

办 

て

は屢.：

々
.
其®

用
を
償
ふ
.以
上
に
出
づ
る
こ
ヾ

」

あ
る
可 

し
ど
猶
も
：或

る一

個
人
若
べ
は
：少

數

の

個

人

に

て 

は
決
し
て
之
を
償
ひ#

ざ
る
が
故
に
、
其
を
建
設
し
維 

持
す
る
は
決
し
て
或
るI

個
人
若
“

は
：少
數
の
個
人
の 

利
益
る
を
得
ざ
る
，が
如
き
一
定
の
：公
典
.禀
業
及
び
：一
 

.
定
の
公
典
的
：施
：設
を
建
設
じ
且
つ
之
を
.維
持
す
る
の
義 

務
で
あ
る
。

」

一
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却

說
‘

K

ダ

ム
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ス

ミ

ス

は

；
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く

自
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3
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，
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の
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：
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十
七.卷
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一
八
11三

〕

雜

錄

ヵ

ー

か

_r
ィ

.

濟
政
笟
に
賛
成
し
相
の
喷
あ
冬
が
、
併
し
.彼
は
是M

因 

>

9

て
資
本
家
的
利
益0

利

已

的

代

表

を

念

ふ

た

の

-̂
は 

な

ぐ

し

て
.
？

却

つ

て

無

產

者

[^
^—

勞

働

者

及

び

手
 

H

業
者——

も
亦
た
古
來
^
同
業
龃
合
的
及
び
封
建
的 

玀
雜
を
脫
す
る
に
侬
り
て
文
明
の
成
果
に
大
ひ
に
參
與 

す
可
き
機
會
を
得
る
に
至
る
可:̂
と
«

じ
た
の
：で
も 

る
0

ス

ミ

；ス

は
K

に
又
た
マ
ン
チ
エ
ス
タ

ー

學

派

の

意

哚

す

る

が

如

蟲f
f

な

る

農

主
S

經
濟
政
策
に
黨

す
.̂

が
如
き
こ
ぞ
は
全
く
之
を
敢
て
し
な
か
つ
^
の
で 

あ
る
。
彼
は
：爲
政
家
の
爲
め{:
'「

般
的
难
繩
マ」
し
て
出 

來
：得
：る
限
り
の
启
_
を
推
游
し
た
る
に
相
遨
な
し
ど
魄 

も
、’
饼
し
彼
は
實
際
的
政
治
家S

し

て

彼

の

著

作
 

，力
多
く
の
個
所
は
之
を
立.證
ず
；_
_
_
此
大
原
則
が
實
際 

の
政
治
に
於
て
は
當
然
經
驗
せ
ね
ば
な4

ぬ
幾
多
の
例 

外
を
も
亦
た
指
摘せ
ん

さ
努
め̂

の
で
あ
る
。
自
分
は 

先
づ
第1

に
ス
ミ
ス
が
經
濟
政
策
の
手
段
を
推
薦
す
る 

に
際
し
て
貧
し
さ
國
民
階
級
の
利
益
を
眼
中
に
置
ぃ
て

ル
の
ア
ギ
令
ス
ミ
ス
t

第

十

號

ニ
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居
.
つ.
*

<£
^'
示
す
' 

一
つ
の
一
個
所
を
指
»

す

る

で

あ&
 

ぅ
ゃ
即
ち
其
は
外
國
製
迪
麻
糸
の輸
入
妒
論
ず
る
も
の 

で
あ
つ
，て
彼
0

言
は
：次
0

如
く
で
あ
る
。「

外
國
製
SS
麻 

糸
の
®

入
を
雜g

し
、.

»

く
1:
3C
を
我
國
民
に
依
り
て 

;

作
ら
れ
^

も
の
^

競

淨

せ

し

む

る

こ

ビ
k

賴
つ
て
、
皮 

|

等(

炎

製

造

象

：

)

，は
：
貧

：
し

&

紡

績

，エ

の

仕

事

を

出

來

得

る
 

:

限
：^
^

^

買
取
：ら
んw

努
め
る
：。彼
等
は
.貧
し
き
紡
續 

H

0
儲
け
を
抑
學
る
が
如
く
彼
等
诌
身
の
配
下
に
あ 

る
.
機

織11
:

の
勞
銀
を
も
抑
糜
せ
ん€
欲
す
る
の
で
あ
る 

而
し
て
彼
等
が
完
成
：品
の
代
僧
を引
上
げ
、
若
く
は
®
 

料
.の
.代
價
を
引
下
げ
ん
.マ

」

す
る
.«

決
し
て
勞
働
者
の
利 

益
を
圖
ら
ん：

が
.爲
め
，で
は
な
い
0

で
あ
る
。
重
商
主
義 

の
治
度
に
依
つ
^'
主
ぐ
し
し
て
獎
職
せ
ら
Iる
、
も
の
は
富
- 

d者
：ミ
强
者
マ」

'の
，^

.益
0

.爲
め
■に
途
行
せ
.ら
る
、
產
業'.で
. 

あ
：る
。
貧
者
ざ
貧
乏
人.ビ
の
利
益
の
”爲
め
に
遂
行
せ
£ 

る
\
產
業
は
餘
务
に
©
々
.等
閑
に
附
甘
ら
る
\
か
若
く 

媒
抑
艇
背
&
:る
、
0
:で
も
：る
0」

.

■

次
に
ス
ミ
ス
が
勞
働
製
約.の
自
由
ぞ
い
ふ
こ.V

J
0

爲 

に
辨
じ
れ
る
も
亦
た
勞
働
者
自
身
の
利
益
を
特
に
慮
つ 

て
の
こ
：^

で
あ
つ
た
ビ
謂
は
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る

o

 

蓊
し
«

w

英
國
に
は
ー
?£

六
1

1
年
の
徒
弟
條
令
な
る
も 

の
が
久
し
く
，行
れ
て
居
つ
だ
の
で
あ
ク
てV
灌
主
勞
働 

者
間
の
關
係
は
總
て
之
に
，依
つ
て
詳
細
に
糊
せ
&

れ

勞
; 

働
時
間
勞
銀
徒
弟
敎
育
等
に.關
す
る
問
題
は
、
例
へ
ば 

徒
弟
期
間
は
七
ヶ
年
マ

」

定
め
&

れ
、
各
親
方
の.
置
&
得 

る
徙
弟
の
數
は
帽
手
製
鐵
業
の
場
合
に
於
て
は
一
一
入
を 

超
ゆ
可
か
ら
ず
、‘其
他
の
：事
業
の
埸
八
口
に
於
て
は
亦
た 

若
干
歡
以
下
に
限
るS
K

、ふ
が
如
く
に
定
め
ら
れ'
 

勞 

銀
は
治
安
裁
剑
官
に
依b
TI

决
定
せ
ら
れ
勞«

者
0

住 

所
轉
換
の
自
由
ぬ
甚
く
制
限
せ
ら'る
€
い
ふ
が
如
く
に 

總
ー
て
嚴
重
な
る
规
定
の
下
に
置
か
れ
て
居
た
の
で
あ 

る
。
然
れ
ば
一
八
一.
四
年
^

此
徙
m

條
令
の
S

JJ

:
を
馬 

た
る
.
は
英
國
に
於
け
る'勞
働
者
階
級
の
發
逄
に
ビh
y

て 

極
め
て
®'

要
視
す
可
き̂

も
で
あ
つ
た
め
で
あ
る
が
、

第

十

七

盤

(
一

八
三
三

〕

雜

錄

カ

ー

ぐ

デ

ィ-
此
、法
律
癥
止
は
彼
の「

國
當
論
，

」
中
に
於
て
夙
ぐ
も
旣
に 

「

徒
弟
條
令
は
勞
働
が
一
：の
事
業
ょ.P

他
の
事
業
へ
移 

り
行
ぐ
こ
€

を
同
じ
地
方
に
於
て
す
ら01
礙
す
る
、
而 

し
て
同
業
組
合0

排
他
的
»

占
は
其
が1
地
方
へ
移
り 

行
く
こ
^
を
同
.
ー
事
摩
に
於
て
す
ら
阻
礙
す
る
‘

」
ミ
.喝 

破
せ
る
.
.ス' 
ミ
.，
ス

の

所

思

：に

.
垂
く
バ
相
合
す
る
も
の.
で
あ
る 

か
ら
で
あ
る
。

(

四)

却
說
經
濟
政
策
論
者6

し
て
の
ス
、、、
ズ
は
、
以
上
述 

ぶ
る
が
如
，、
、
英
蘇.
.の
哲
學
者
0

考
へ
方
を
附
け
加
へ 

な
が
ら
に
重
農
學
派
の
自
然
的
立
場
を
遵
守
し
、

I

 

自
然
的
自
由
0

制
度
に
從
つ
_

て
出
來
得
る
限
り
®
甶
な 

る
經
濟
政
策
を
採
用
せ
ん
^
し
た
る
も
の
で
あ
る
か 

&
>
此
方
面
に
於
て
彼
の
蹈
.め
る
方
法
の
特
色
を
摩
ぐ 

る
は
極
め
て
简
鞭
で
あ
る
が
？
經
濟
理
論
家
ど
し
て
の 

ス
ミ
ス
が
採
れ
る
態
度
を.指
，示
す
る
ほ
甚
だ
_
_
で
あ 

る
ど
謂
は
ね
ば
な6

ぬ
。
重
農
學
派
の
許
に
於
て
は
經

の
ア
ダ
ん
*
ス
ミ
ス
論
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笫
十
I

 

c

i

四)

雜

錄

ヵ

丨

t

デ
ィ
丨

濟
理
論
皮
經
濟
政
策4

は
同
じ
根
本
ょ
卜
生
f

も
の 

で
あ
：つ
て
、
其
經
濟
理
論
は
農
業
的
生
產.ょ
ゥ
生
す
る

息

的

餘

剩

塞

己

、
財
の#

f

分
f

の
全
.制

度
は
之
ょ
り
：：

g
.

棒
し
來
ら
る
、
も
の
で
あ
る
が
、

ス
ミ 

ス
の
許
に
於
.て
は
■
の
如
く
統一

せ
る
經
濟
理
論
あ
る 

を
見
ぬ
か
ら
で
あ
る
o g
に
彼
は
自
然
的
價
格
論
に
骑 

特
な
る
寄
與
を
な
し-

た
U

乍
併
彼
は
蠢
的
勞
働
に 

對
し
，て
»

て
の
勞
働
を
國
富
の
礙
源
で
あ
る
€

な
レ
>

分
業
，
S

V

此
S

蠤

i

進
1

羞

做
し
な
が

ら
、
此

勞
働
原
則
i

系
統
的
に
，

1

個
の
經
濟
理
論
ど

I

、
I

、
勞

銀

、
利
子
、
：
池
代
等
に
關
す
る
彼
の 

理

論

的

說

慶

矛

盾

に

富

み

、

q

切

の

判

然

と

明

瞭
を 

.を
缺
い
て
居
る
ど
謂
は
ね
ば
な

A
ぬ
の
で
あ
る
。
即
ち

及
a
に

於

て

はス
ミ

ス

は

.重

農

靡

派

の

背

後

に

落

つ

る 

の
^

あ
'る
。

'

.
ス

ミ

ス

は

歸

納

的

硏

究

者

で
あ

つ

た

か

若

ぐ

は

演

釋 が
？

ダ
'
宏

ょ

論

 

第

十

雛

三
S 

的
硏
究
者
で
あ
：つ
た
か
ぶ
い
ふ
晋
次
が
ら
の
論
窗
は
、 

彼
は
徹
底
的
に
一
若
ぐ
は
他

0
方

法

を

甩

ゐ倉

し
た 

る

こ
''
？,

」

な

し

ど

斷

す

可

き

で

あ

ら

5 
0
菩

.
々
は
ス
ミ
ス 

一
の
ぎ"に
於

て

は

，一

般

的

前

提

か

ら

演

精

し

來

る

y

」

マ

」

に 

j

因
つ「

で

成

立

す

る

杣

象

的

思

索

の

外

に

歸

納

に

依

り

て

る
。

「
S

富
論」

は
*
に
ス
ミ
ス
が
旅
行
中
觀
察
に
依
り
て
得 

た
る
幾
多
の
興
味
あ
る
說
明
を
有
す
る
に
因
^

V

T
傑
出 

し
て
届
る
の
で
あ
る
。
其
は
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
歴
史
的 

师

，

ヒR r

業
；.
鑄
.货

交

通

機

關

、
穀
偵
其
他
の
同
菜 

な
る
目
的
物
に
對
す
る
精
細
な
る
個
々
の
觀
察
ミ
を®
 

.

.々
の
服
前
に
股
開
す
る
。
然
れ
ば
ス
ミ
ス
の
經
濟
上
の 

大
著
は
經
濟
理
論
家
ょ
り
：も
寧
ろ
經
濟
史
家
に
®
献
す 

る
所
多
し
眞
ふ
可
き
で‘
あ

ら

，
ぅ

。

が

併

し

經

濟

史

家
 

も
亦
た
之
を
以
て
十
分
滿
足

ず

る

を

得

な

い

で

あ

ら

ぅ
 

f

v

ス
：

ミ
'.

ス

の

著

書

を

以

て

膝

史

的

方

法

を

表

す

樑
 

本

®

如X

に

考

ふ

る

は

：
条

<

誤
_

で
6

る
0

否
、
反
姆

相

_

得  

*0 
れ 

11 
る

% ：
/*5̂>

な 

る 

說  

明 

を 

見 

出 

す 

の 

で

に
ス
ミX

は
非
歷
史
的
頭
腦
の
持
生
で
あ
つ
た
の
で
^

る
o

蓋
し
ス
ミ
ス
は
向
逡
の
立
壤
？
し
て
&
然
法
的
^

_
 

解

を

採

用

し

た

る

結

果

、
，
あ

:?
>
ゅ

る

歷

史

的

材

料

を

其
 

が
如
何
許
ヴ
0

然
的
自
由
ゆ
根
本
的
獨
斷
論
？
合
致
ち 

•る
や
否
や

W

い
ふ
見
地
よ
-

^
觀
.察

す

る

か

ら

：であ
る
？

.
ス
ミ
ス
の
--
-
*
切
の
猶
濟
&

衆

的
.fi
f

e

述
は
其
合
理
主
■
的 

，立
場
©

^

よ
k

y
見
て
解
す
可
き
で
あ
る
I

詳
言
す

れ 

'ば
其
は
總
て
，

I

切
の
非
自
幽
的
政
策
は
典.
同
體
に
有
害
，

な
ら
ざ
S

を
得
^

€

い
ふ
：

>

 

ドS

を
立
證
す
る
證
據
芒
し 

.
て
役
立
つ
.可
S

も

の

た

る

の

で

あ

る

。

.:
:
'
:
り 

■

以

上

：は

V
:

ィ

ー

ル

が

彼

の

經

濟

原

論

第

1:

册

に

载
 

せ
た
る
ス
ミ
ス
の
批
評
を
其
®
に
紹
介
し
た
る
を
の 

で
あ
：つ
て
、
當
初
は
多
少
の
論
評
を
之
に
加
ふ
る
考 

で
あ
つ
た
め
で
ゐ
る
が
、
今
铽
之
を
他
日
の
機
會
に 

讓
る
：一S
 

>

じ
、
從
つ
て
紹
介
は|8
:
細
が
し
て
終
ら 

y

>:
' 

.:. 

し
め
よ
J

^

a

ふ
。
併
し
折
®

ヤ

あ

る

か

ら

一

言

を「

，
へ..--': 
一..：ニ
：，：，
 

1

し
て
，結
尾
の
語
さ
な5
^

ん
な
ら
ば
、
自

分

は

デ

ィ
.
'
,
1.
'
，マ

第
f
七

卷

(

一
八
三
五)

雜
.：

錄

力

l
;v
*
デ
イ
I
か
の
ア
グ
ス
ミ
ス
論

ル
が
a

論
家
S

し
て
の
‘ス
ミ
スV」

政
策
論
*

V」

し
て 

の

ス

ミ

ス

、
、
し

い

ふ

が

_

 

く
に
分
ち
て
彼
を
觀
察
す
る 

「

に
'
反
對
せ
ん̂

欲
‘
す
る
者
で
あ
る
。
蓋
し
®
分
の
見 

■

る
所
&

以
で
ず
れ
ば
、

ス
ミ
ス
は
經
濟
政
策
の
理
論 

的
對
究
を
以
て
終
始
一
貫
し
た
る
も
の
で
あ
つ
，て
、 

此

立

場

ょ

り

彼

の

大

著

^:
見

れ

ば

自

ら

の

一

足

の

體
 

系
あ
る
を
見
る
^
爲
し
得
る
が
如
く
であ
る
か
-ら
で 

あ
.
る

。

而

し

て

又

た

此

立

場

ょ

り

見

る

>£
き

彼

の

採
 

用
し
た
る
.硏
究
法
は
胃
に' 
一.
層
明
瞭
U-

理
解
し
#

ら 

る
V

が
如
く
.
に
.
思

惟

ぜ

ら

る
>
か
e>
:

で
あ
な
C 

(

完)

擎

M

ニ
ニ3£


